
雪
の
舞
う
中
、

　
　新
春
を
祝
う

平
成
25
年　

鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

（
１
月
14
日
・
日
本
武
道
館
大
道
場
）

鬨の声をあげる大将軍と副将軍
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平
成
二
十
五
年

　日
本
武
道
館

　鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

更
な
る
武
道
の
隆
盛
と
発
展
を
願
う　

日
本
武
道
館
年
頭
の
恒
例
行
事
で
あ
る

「
平
成
25
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
」
は
、

成
人
の
日
の
１
月
14
日
、
日
本
武
道
館
大

道
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
大
雪
の
降
る
悪
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
武
道
の
愛
好
者
や
関
係
者
、

約
２
２
０
０
名
が
会
場
に
集
ま
り
、
武
道

功
労
者
・
武
道
優
良
団
体
の
表
彰
、
鎧
着

初
め
、
鏡
開
き
式
、
模
範
演
武
、
武
道
始

め
（
各
道
稽
古
会
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

定
刻
の
正
午
、
大
太
鼓
の
大
音
が
鳴
り

響
く
。
は
じ
め
に
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道

館
理
事
・
事
務
局
長
が
開
会
を
宣
し
、
次

に
国
歌
斉
唱
を
経
て
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。

「
日
本
武
道
館
恒
例
の
『
鏡
開
き
式
・
武

道
始
め
』
に
、
大
勢
の
方
々
が
ご
参
加
さ

れ
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

武
道
は
日
本
が
世
界
に
最
も
誇
る
伝
統
文

化
で
す
。
日
本
武
道
館
は
、
武
道
を
通
し

安
西
邦
夫
大
将
軍
に
よ
る
鏡
開
き



3 月刊「武道」　2013．2

松永 光
日本武道館会長

高村正彦
武道議員連盟会長  

開会式

久保公人
文部科学省スポーツ ・青少年局長 

平成 24 年度　日本武道協議会　武道功労者及び武道優良団体
■
武
道
功
労
者

◇
柔
道
＝
佐
藤
宣
践
（
神
奈
川
）　

◇
剣
道
＝
松
永
政
美
（
東
京
）

◇
弓
道
＝
宮
澤　

廣
（
長
野
）

◇
相
撲
＝
松
尾
新
吾
（
福
岡
）

◇
空
手
道
＝
和
田
定
治
（
神
奈
川
）

◇
合
気
道
＝
菅
沼
守
人
（
福
岡
）

◇
少
林
寺
拳
法
＝
小
野
寺
米
蔵
（
千
葉
）

◇
な
ぎ
な
た
＝
日
下
秀
子
（
東
京
）

◇
銃
剣
道
＝
江
川
友
親
（
熊
本
）

◇
日
本
武
道
館
＝
安
西
邦
夫
（
東
京
）

■
武
道
優
良
団
体

◇
柔
道
＝
帝
京
大
学
女
子
柔
道
部

◇
剣
道
＝
剣
道
授
業
事
例
集
作
成
部
会

◇
弓
道
＝
可
児
市
弓
道
協
会

◇
相
撲
＝
青
森
県
立
三
本
木
農
業
高
等
学
校
相
撲
部

◇
空
手
道
＝
㈳
東
京
都
空
手
道
連
盟

◇
合
気
道
＝
愛
知
県
合
気
道
連
盟

◇
少
林
寺
拳
法
＝
神
奈
川
県
少
林
寺
拳
法
連
盟

◇
な
ぎ
な
た
＝
岐
阜
県
な
ぎ
な
た
連
盟

◇
銃
剣
道
＝
皇
學
館
高
等
学
校
銃
剣
道
部

※　

31
～
51
頁
に
武
道
功
労
者
に
よ

る「
武
道
功
労
章
受
章
に
寄
せ
て
」

が
、
212
～
213
頁
の
「
日
本
武
道
協

議
会
の
ひ
ろ
ば
」
に
武
道
優
良
団

体
の
紹
介
記
事
が
あ
り
ま
す
。

て
、
多
く
の
皆
様
が
日
本
人
ら
し
く
、
武

道
精
神
を
持
っ
て
、
成
長
・
発
展
し
、
国

や
地
域
社
会
、
あ
る
い
は
家
庭
の
た
め
に

と
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
、
そ
し
て
日

本
を
良
く
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
６
年
前
の
第
一
次
安
倍

内
閣
に
よ
っ
て
中
学
校
武
道
必
修
化
の
実

施
が
決
定
し
、
昨
年
の
４
月
か
ら
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
年
頭
に
当
た
り
、
我
々

は
新
た
な
気
持
ち
で
、
武
道
の
大
切
さ
を

共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
日
本
武
道
館
は
、
今
後
も
よ
り

一
層
、
武
道
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

続
い
て
高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会
長

が
、「
日
本
人
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

は
武
士
道
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を
伝
え
る

も
の
は
武
道
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
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あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も

こ
の
武
道
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
日
本
人
の
美
し
い
心
を
取
り
戻
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
う
い
う
想
い
で
、
中
学
校

武
道
必
修
化
が
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
ま
だ
〝
仏
〟
が
作
ら
れ
た
段

階
で
あ
り
、〝
魂
〟が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

魂
を
入
れ
る
た
め
に
は
、
学
校
の
先
生
方

に
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
武
道
の
専
門
家
で
あ
る
皆
様
方
の
ご

協
力
が
必
須
で
す
。
皆
様
方
の
よ
り
一
層

の
ご
健
闘
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
久
保
公
人
文
部
科
学
省
ス

ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
は
、「
我
が
国
の

長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
武
道
は
、

技
の
修
錬
を
通
し
て
心
を
磨
き
、
体
を
鍛

え
、
礼
節
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
と
共

に
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
寄
与
す
る
日
本

の
伝
統
文
化
で
す
。
今
日
で
は
、
武
道
は

幅
広
い
年
齢
層
で
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
お
い
て
も

普
及
・
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

年
４
月
か
ら
は
、
中
学
校
に
お
い
て
武
道

が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
、
今
後
武
道
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎

え
、
伝
統
を
重
ね
た
こ
の
行
事
が
、
今
年

一
年
の
、
我
が
国
に
お
け
る
武
道
振
興
の

大
き
な
弾
み
と
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら

祈
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
来
賓
紹
介
の
あ
と
、
日
本
武
道

協
議
会
（
武
道
９
団
体
と
日
本
武
道
館
で

組
織
）
に
よ
る
平
成
24
年
度
武
道
功
労
者

及
び
武
道
優
良
団
体
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
松
永
光
日
本
武
道
協
議
会
会
長
か
ら

功
労
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
、
優
良
団
体

に
は
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

◇

　

表
彰
が
終
わ
る
と
場
内
は
暗
転
し
、「
鎧
よ
ろ
い

着
初
め
・
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
・
出
陣
」へ
と
移
っ
た
。

　

再
び
場
内
が
明
る
く
な
る
と
、
鎌
倉
武

士
の
軍
装
を
纏ま
と

っ
た
勇
壮
な
鎧
武
者
た
ち

が
陣
形
を
整
え
て
大
道
場
に
出
現
、
観
客

を
驚
か
せ
た
。
本
年
は
、
安あ
ん

西ざ
い

邦く
に

夫お

日
本

武
道
館
副
会
長
が
大
将
軍
役
、
堤
つ
つ
み

清き
よ

彰あ
き

少

林
寺
拳
法
連
盟
副
会
長
と
白し
ら

綾あ
や

基も
と

之ゆ
き

日
本

甲か
っ

冑
ち
ゅ
う

武
具
研
究
保
存
会
会
長
の
両
氏
が

副
将
軍
役
に
扮ふ
ん

し
た
。
奉
行
役
の
三
浦
公ひ
ろ

法み
ち

日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
副
会
長
の

指
揮
の
下
、
儀
式
は
進
行
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
侍
大
将
が
大
将
軍
に
全
軍

着
到
の
報
告
を
終
え
る
と
三
献
の
儀
が
行

わ
れ
た
。
続
く
鏡
開
き
で
は
、
大
将
軍
が

神
前
で
誓
い
の
詞
こ
と
ば

を
奉
読
し
た
あ
と
、
気

合
を
込
め
て
鏡
餅
を
打
ち
砕
い
た
。
間か
ん

髪は
つ

三献の儀 侍大将による着到報告

副将軍による鏡割り 誓いの詞奉読
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※昭和 62 年から副将軍役は２人となる。以下は、２人目の副将軍役。
昭 62・南孝二（高津映画装飾）、昭 63, 平元 , ４, ５・廣井雄一（文化庁）、平２・北根祥男（文化庁）、平６〜８・廣井雄一（東京国立
文化財研究所）、平９,10・青木繁夫（東京国立文化財研究所）、平 11、12・小笠原信夫（東京国立博物館）、平 13・鈴木嘉定（日本美
術刀剣保存協会）、平 14・湯沢貞（靖国神社）、平 15・武田邦信（武田家旧温会）、平 16・廣井雄一（日本甲冑武具研究保存会）、平 17
〜 21, 23 〜 25・白綾基之（日本甲冑武具研究保存会）、平 22・小菅一憲（日本甲冑武具研究保存会）

年

大
将
軍

副
将
軍
※

昭
40
赤
城
宗
徳
（
大
将
）

三
浦
英
夫
（
副
将
）

41
江
﨑
真
澄

42
三
浦
英
夫

43
赤
城
宗
徳

三
島
由
紀
夫
（
大
将
）

44
赤
城
宗
徳

45
笹
川
良
一

江
﨑
真
澄
（
大
将
）

46
笹
川
良
一

47
毛
利
松
平

48
小
坂
善
太
郎

49
園
田　

直

三
浦
英
夫

50
田
中
栄
一

小
川
半
次

51
植
芝
吉
祥
丸

田
村
倉
蔵

52
小
川
半
次

（
甲
冑
研
究
会
員
）

53
石
田
和
外

仁
藤
正
敏

54
大
道
場
改
修
の
た
め
中
止

55
早
川　

崇

仁
藤
正
敏

56
河
合
堯
晴

武
藤
英
雄
（
剣
道
）

57
原
文
兵
衛

青
山
豊
太
郎
（
柔
道
）

58
加
藤
武
徳

藤
川
誠
勝
（
相
撲
）

59
辻
原
弘
市

佐
々
木
清
雄
（
銃
剣
道
）

60
村
山
喜
一

内
山　

滋（
少
林
寺
拳
法
）

61
江
﨑
真
澄

若
林
英
一
（
空
手
道
）

62
坂
本
三
十
次

星
野
一
雄
（
剣
道
）

63
木
島
喜
兵
衛

橋
本
与
三
郎
（
弓
道
）

平
元
尾
崎
朝
夷

吉
良
隆
俊
（
銃
剣
道
）

２
塩
川
正
十
郎

山
本
信
明
（
柔
道
）

３
館
内
大
改
修
の
た
め
中
止

４
山
下
元
利

倉
澤
吉
一
（
剣
道
）

５
原
文
兵
衛

奥
村
繁
信
（
合
気
道
）

６
片
岡
勝
治

藤
川
誠
勝
（
相
撲
）

７

江
﨑
真
澄

内
山　

滋（
少
林
寺
拳
法
）

８
三
塚　

博

真
野
高
一
（
空
手
道
）

９
松
永　

光

鴨
川
乃
武
幸
（
弓
道
）

10
高
村
正
彦

源
川
幸
夫
（
銃
剣
道
）

11
臼
井
日
出
男

河
盛
敬
子
（
な
ぎ
な
た
）

12
永
野　

健

鳥
海
又
五
郎
（
柔
道
）

13
井
上　

裕

植
芝
守
央
（
合
気
道
）

14
奥
田
幹
生

松
村　

豊
（
相
撲
）

15
松
永　

光

石
丸
俊
彦
（
剣
道
）

16
松
前
達
郎

新
井
庸
弘（
少
林
寺
拳
法
）

17
松
永　

光

蓮
見
圭
一
（
空
手
道
）

18
高
村
正
彦

鈴
木
三
成
（
弓
道
）

19
臼
井
日
出
男

藤
原
利
將
（
銃
剣
道
）

20
島
村
宜
伸

宮
川
祥
子
（
な
ぎ
な
た
）

21
松
永　

光

関
根　

忍
（
柔
道
）

22
臼
井
日
出
男

尾
﨑　

晌
（
合
気
道
）

23
高
村
正
彦

佐
藤　

功
（
相
撲
）

24
中
山
成
彬

松
永
政
美
（
剣
道
）

25
安
西
邦
夫

堤　

清
彰（
少
林
寺
拳
法
）

過去の大将軍・副将軍役一覧

威風堂々と出陣
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を
容
れ
ず
に
副
将
軍
が
鏡
樽
を
叩
き
割
る

と
、
そ
の
息
の
合
っ
た
鏡
開
き
に
、
場
内

か
ら
喚
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

　

そ
し
て
大
将
軍
、
副
将
軍
が
兜
か
ぶ
と

を
着
け

る
と
、
全
軍
が
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
大

将
軍
の
扇
の
合
図
に
合
わ
せ
て
「
エ
イ
、

エ
イ
、
オ
ー
」
と
鬨と
き

の
声
を
あ
げ
て
出
陣

し
、大
道
場
を
威
風
堂
々
と
練
り
歩
い
た
。

戦
国
絵
巻
さ
な
が
ら
の
光
景
に
場
内
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

◇

◎
安
西
邦
夫
大
将
軍

―
―
大
将
軍
役
は
い
か
が
で
し
た
か
。

「
予
想
以
上
に
兜
と
鎧
が
重
く
、
ほ
と

ん
ど
自
由
が
利き

か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
観
客
席
の
皆
様
方
の
ご
声
援

が
よ
く
聞
こ
え
、
大
変
に
感
激
い
た
し

ま
し
た
」

◎
堤
清
彰
副
将
軍

「
素
晴
ら
し
い
役
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
古
武
士
の
風

格
を
感
じ
、
本
当
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。
今
年
の
少
林
寺
拳
法
グ

ル
ー
プ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
進
』
で
す
。

し
っ
か
り
と
前
に
進
み
、
一
致
団
結
し

て
更
に
絆
き
ず
な
を
深
め
る
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

○
ポ
ー
ル
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
氏
（
35
歳
）

　

侍
役
で
参
加
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身

で
、
日
頃
は
少
林
寺
拳
法
の
修
行
に

励
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

「
鏡
開
き
式
に
参
加
す
る
機
会
を
得

て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
日
本
の
武
道

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
と
学
び
、
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

―
―
武
道
功
労
章
受
章
に
つ
い
て
。

「
一
生
に
一
度
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大

変
に
光
栄
で
得
難
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

―
―
年
頭
に
当
た
り
、
日
本
の
将
来
に

つ
い
て
一
言
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
ま
だ
明
る
い
も
の
が
ち
ょ
っ
と
見
え

た
ぐ
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
ま
た
参
議
院
で
選
挙
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
備
え
て
あ
ま
り
急
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
も
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
折
れ
な
い
覚

悟
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
模
範
演
武
を
前
に
、
臼
井
日

出
男
日
本
武
道
館
理
事
長
が
壇
上
に
立

ち
、
来
場
者
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

模
範
演
武
は
、
弓
道
の
「
一
つ
的
座
射

礼
」
を
皮
切
り
に
、
空
手
道
の
「
女
子
団

体
形
」、
剣
道
の
「
全
日
本
剣
道
連
盟
杖

道
」、
合
気
道
の
「
基
本
技
・
応
用
技
・

自
由
技
」、
銃
剣
道
の
「
銃
剣
道
の
形
・

応
用
技
・
試
合
」、
柔
道
の
「
古
式
の
形
」、

少
林
寺
拳
法
の
「
単
独
演
武
・
女
子
団
体

演
武
・
組
演
武
」、
な
ぎ
な
た
の
「
リ
ズ

ム
な
ぎ
な
た
」
と
順
に
披
露
さ
れ
、
最
後

に
相
撲
の
「
基
本
動
作
と
技
・
決
ま
り
手

の
説
明
」
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
一
流
の

演
武
に
魅
了
さ
れ
た
会
場
は
歓
喜
の
声
と

拍
手
で
包
ま
れ
、最
後
ま
で
沸
き
立
っ
た
。

　

模
範
演
武
が
終
わ
る
と
大
道
場
い
っ
ぱ

い
に
広
が
っ
て
の
「
武
道
始
め
（
各
道
稽

古
会
）」
と
な
っ
た
。
全
員
一
斉
の
礼
で

始
ま
っ
た
稽
古
会
に
は
、
弓
道
を
除
く
８

種
目
か
ら
、
老
若
男
女
約
１
７
０
０
名
が

参
加
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

約
40
分
間
の
稽
古
を
終
え
、
清す
が

々す
が

し
い

汗
を
流
し
た
あ
と
は
、
お
楽
し
み
の
「
お

し
る
こ
会
」
と
な
っ
た
。「
お
し
る
こ
会
」

に
は
一
般
の
観
客
も
参
加
し
、
ま
た
、
鏡

樽
の
お
酒
も
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

大
道
場
の
あ
ち
こ
ち
で
車
座
に
な
っ
て

お
餅
を
食
べ
る
子
供
た
ち
や
、
お
酒
を
酌

み
交
わ
し
て
新
年
を
祝
い
、
談
笑
す
る
大

人
た
ち
の
姿
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
式
は
お
開
き
と
な
っ
た
。　
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模
範
演
武

弓　道

合気道

銃剣道

■
模
範
演
武
者
（
演
武
順
）

◇
弓
道
＝
坂
本
武
彦
教
士
八
段
、
齋
藤
往

子
教
士
七
段
、
村
川
平
治
教
士
八
段

◇
空
手
道
＝
木
村
陽
子
四
段
、
柏
岡
鈴
香

二
段
、
森
岡
実
久
二
段

◇
剣
道
＝
古
川
瞬
也
杖
道
範
士
八
段
、
荒

井
洋
杖
道
範
士
八
段

◇
合
気
道
＝
金
澤
威
七
段
、
入
江
嘉
信
六

段
、
桂
田
英
路
六
段
、
伊
藤
眞
五
段
、

小
山
雄
二
四
段
、
内
田
直
人
四
段
、
日

野
皓
正
四
段
、
德
田
雅
也
弐
段

◇
銃
剣
道
＝
唐
川
敏
博
教
士
八
段
、
田
代

勝
教
士
八
段
、
坂
元
誠
教
士
七
段
、
加

藤
公
久
錬
士
六
段
、
保
志
智
康
錬
士
六

段
、
栗
原
毅
六
段
、
小
倉
弘
之
六
段
、

栗
田
淳
五
段
、
佐
藤
岳
五
段

◇
柔
道
＝
佐
藤
良
吉
七
段
、
加
藤
隆
雄
六

段
◇
少
林
寺
拳
法
＝
荒
井
章
士
准
範
士
六
段
、

田
中
由
喜
大
拳
士
五
段
、
石
井
明
仁
大

拳
士
五
段
、
大
嶋
朋
子
正
拳
士
四
段
、

向
谷
颯
子
中
拳
士
三
段
、
稲
川
真
理
少

拳
士
二
段
、
山
村
華
加
少
拳
士
二
段
、

畔
蒜
み
く
少
拳
士
二
段
、
杉
森
郁
美
少

拳
士
二
段

◇
な
ぎ
な
た
＝
吉
井
和
代
錬
士
、
谷
本
由

香
里
五
段
、
照
井
順
子
四
段
、
小
山
知

子
四
段
、
新
井
伸
枝
四
段
、
小
原
百
合

奈
三
段
、
栗
原
み
ほ
子
三
段
、
橋
本
実

紀
三
段
、
志
藤
瑠
美
二
段

◇
相
撲
＝
舛
田
守
七
段
、
棟
方
拓
哉
参
段
、

大
野
幸
樹
参
段
、
髙
木
立
太
四
段
、
黒

川
宗
一
郎
四
段
、
久
保
裕
参
段
、
鳩
岡

良
祐
参
段

　「ただ今から、
模範演武を行い
ます。演武者は
現代武道９種目
の代表の方々で
す。短い時間で
は ご ざ い ま す
が、各道の真髄
をしっかりと示
していただける
こ と と 思 い ま
す。ぜひご覧く
ださい」 臼井日出男

日本武道館理事長 

空手道

なぎなた

少林寺拳法

相　撲

剣道（杖道）

柔　道
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お
し
る
こ
会

武
道
始
め
（
各
道
稽
古
会
）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）
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（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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「
昨
年
は
、
講
道
館
が
創
立
さ
れ
て
、
130

周
年
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す

べ
き
年
に
、
中
学
校
で
武
道
必
修
化
が
完

全
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
て
困
難
に
立
ち

向
か
う
強
い
体
と
心
を
身
に
付
け
る
た
め

の
、
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
柔
道
界
を
あ
げ
て
、
安
全
安
心
な
柔

道
授
業
の
実
施
に
向
け
て
、
協
力
し
て
行

く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
135
の
国
と
地
域

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
世
界
に
正
し
い
柔
道
の
普

及
発
展
の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

我
々
は
、
競
技
と
し
て
の
柔
道
と
人
づ

く
り
と
し
て
の
柔
道
を
目
指
し
、
嘉
納
治

五
郎
師
範
が
創
始
し
た
柔
道
を
正
し
く
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
」

　

次
に
形
の
演
武
が
行
わ
れ
、
７
つ
の
形

が
披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
、
少
年
部
、
女

　

講
道
館
鏡
開
き
式
は
１
月
13
日
、
講
道

館
大
道
場
で
約
700
名
の
参
加
者
を
集
め
て

開
か
れ
た
。

　

は
じ
め
に
館
員
を
代
表
し
て
岡
本
榮
八

郎
九
段
が
賀
詞
を
述
べ
た
。

「
柔
道
が
国
際
的
に
発
展
す
る
中
、
一
本

を
と
る
柔
道
を
目
指
し
、
嘉
納
治
五
郎
師

範
の
『
己
を
完
成
し
世
を
補
益
す
る
』
と

い
う
遺
訓
を
も
と
に
、
底
辺
の
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
日
本
伝
講
道

館
柔
道
を
一
層
発
展
・
向
上
の
た
め
に
、

努
力
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
ま
す
」

　

こ
れ
を
受
け
、
上
村
春
樹
講
道
館
長
が

挨
拶
に
立
っ
た
。

柔
道
関
係
者
700
名
が
新
年
を
祝
う

　

講
道
館
鏡
開
き
式

子
部
、
成
年
部
の
順
で
強
化
選
手
を
相
手

に
乱
取
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
昇

段
者
が
発
表
さ
れ
、
上
村
館
長
か
ら
各
段

位
の
代
表
者
に
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

恒
例
の
し
る
こ
会
で
は
、
参
加
者
全
員

で
し
る
こ
を
食
し
、
新
年
を
祝
っ
た
。
最

後
は
、
西
岡
弘
九
段
の
発
声
で
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、式
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

お
開
き
と
な
っ
た
。

上村春樹講道館長

【
形
演
武
者
】

▽
投
の
形
＝
取
・
金
丸
雄
介
五
段
、
受
・

横
山
喬
之
五
段
▽
固
の
形
＝
取
・
下
山

陽
邦
五
段
、
受
・
岩
村
衡
六
段
▽
極
の

形
＝
取
・
平
野
弘
幸
七
段
、
受
・
高
野

賢
司
六
段
▽
柔
の
形
＝
取
・
石
田
桃
子

女
子
部
の
乱
取
稽
古

形
の
演
武
（
五
の
形
）

女
子
参
段
、
受
・
石
田
真
理
子
女
子
弐

段
▽
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
南
保
徳
双

六
段
、
受
・
山
本
三
四
郎
六
段
▽
五
の

形
＝
取
・
宗
義
明
八
段
、
受
・
榎
義
治

八
段
▽
古
式
の
形
＝
取
・
村
田
直
樹
七

段
、
受
・
菅
波
盛
雄
七
段
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ち
で
お
り
ま
す
。
決
し
て
ぶ
れ
ず
に
、
開

祖
の
作
ら
れ
た
精
神
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
思
い
や
る
心
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
々
の
稽
古
を
大
切
に
し
て
、
し
っ
か
り

と
前
を
向
い
て
歩
ん
で
行
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年
も

皆
様
と
共
に
、
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
、
合
気
会
役
員
を
代

表
し
て
古
藤
昇
司
常
務
理

事
、
来
賓
を
代
表
し
て
山
谷

え
り
子
参
議
院
議
員
、
フ
ォ

ル
カ
ー
・
シ
ュ
タ
ン
ツ
ェ
ル
・

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
特
命
全

権
大
使
、
保
坂
三
蔵
元
参
議

院
議
員
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

続
い
て
、
植
芝
道
主
に
よ

る
奉
納
演
武
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
推
薦
昇
段
者

697
名
の
発
表
が
あ
っ
た
。
初

段
か
ら
七
段
ま
で
の
各
段
位

の
代
表
者
と
、
八
段
位
９
名

　

合
気
会
鏡
開
き
式
は
１
月
13
日
、
合
気

会
本
部
道
場
で
約
１
０
０
０
名
の
参
加
者

を
集
め
て
開
か
れ
た
。

　

鏡
開
き
式
に
は
大
勢
の
参
加
者
が
詰
め

か
け
、
本
部
道
場
の
２
、
３
、
４
階
に
設

け
ら
れ
た
会
場
は
、
開
始
前
か
ら
満
員
と

な
っ
た
。
午
後
２
時
、
植
芝
守
央
道
主
が

３
階
大
道
場
に
姿
を
あ
ら
わ
す
と
、
参
加

者
は
一
斉
に
背
筋
を
伸
ば
し
、
視
線
を
正

面
に
集
中
さ
せ
た
。
大
澤
勇
人
七
段
の
司

会
で
式
は
進
み
、
ま
ず
始
め
に
植
芝
道
主

が
年
初
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
新
年
を
迎
え
、
あ
ら
た
め
て
原
点
に
戻

り
、
基
本
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持

新
年
に
、
千
名
の
修
行
者
が
集
う

　

合
気
会
鏡
開
き
式

（
窪
田
育
弘
氏
、
若
林
忠
晴
氏
、
亀
井
格

一
氏
、
尾
﨑
晌
氏
、
坪
井
威
樹
氏
、
柴
田

一
郎
氏
、
安
野
正
敏
氏
、
山
田
博
信
氏
、

稲
垣
繁
實
氏
）
に
植
芝
道
主
か
ら
直
接
、

證
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

直な
お

会ら
い

の
前
に
は
、
多
田
宏
本
部
師
範
が

挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て
貞
國
鎮
監
事
の
発

声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。
直
会
で
は
参
加

者
全
員
に
し
る
こ
が
配
ら
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
新
年
を
祝
い
合
っ
た
。

植芝守央道主

植芝道主による奉納演武 昇段證書授与
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

 （ B５判・上製・箱入・526頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。

（ Ｂ５判・236頁 ）
合気道は４話を掲載！

多田宏先生 磯山博先生

東北大学学友会合気道部菅沼守人先生

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）



（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）

〈広告〉
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午
前
９
時
30
分
、
会
場
の
錬
成
道
場
に

は
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
一
般
と
少
年
部

の
拳
士
、保
護
者
、関
係
者
が
集
ま
り
、「
鏡

開
き
・
稽
古
始
め
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
井
章
士
振
興
普
及
部
長

を
主
座
に
鎮ち
ん

魂こ
ん

行ぎ
ょ
うが
行
わ
れ
た
。
続
い
て

全
体
基
本
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
に
大
き

な
気
合
い
が
鳴
り
響
い
た
。
そ
の
後
、
少

年
部
は
錬
成
道
場
に
残
り
、
一
般
は
第
二

修
練
道
場
に
会
場
を
移
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

初
稽
古
に
臨
ん
だ
。

　

一
般
で
は
、
荒
井
部
長
に
よ
る
剛
法
と

柔
法
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
た
。
剛
法
で

は
「
十じ
ゅ

字う
じ

受う
け

蹴げ
り

」、
柔
法
で
は
「
突つ
き

抜ぬ
き

」

な
ど
の
法
形
が
指
導
さ
れ
、参
加
者
は
皆
、

熱
心
に
修
練
に
励
ん
だ
。
ま
た
、
少
年
部

で
は
、“
少
林
寺
拳
法
ス
イ
ッ
チ
”
と
題

し
た
新
し
い
修
練
法
を
実
施
し
た
。「
あ

　

１
月
13
日
、「
２
０
１
３
年　

少
林
寺
拳
法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め
」
が
香
川
県
多

度
津
町
に
あ
る
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
本
部
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
気

温
も
冷
え
込
み
、
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
全
国
各
地
か
ら
は
昨
年
を
上
回
る
２
千
人

強
の
拳
士
・
保
護
者
、
関
係
者
が
訪
れ
、
新
年
の
幕
開
け
を
祝
っ
た
。

８
月
に
大
阪
で
世
界
大
会
を
開
催

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め

全体基本の様子

い
う
え
お
」
か
ら
一
文
字
を
お
題
と
し
、

例
え
ば
「
う
」
で
あ
れ
ば
、「
内う
ち

受う
け

突づ
き

」

な
ど
、
少
林
寺
拳
法
に
関
連
付
け
た
動
作

で
体
を
動
か
し
修
練
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

毎
年
、
稽
古
始
め
の
少
年
部
の
指
導
内

容
は
、
子
供
た
ち
が
よ
り
楽
し
く
取
り
組

め
る
よ
う
、
工
夫
が
凝こ

ら
さ
れ
て
お
り
、

参
加
の
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

か
ら
も
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。
今
年
も

錬
成
道
場
か
ら
は
終
日
、
元
気
溢
れ
る
大

き
な
気
合
い
が
鳴
り
響
い
た
。

　

午
前
11
時
過
ぎ
、
新
井
庸
弘
会
長
に
よ

り
年
頭
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
昨
年

４
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
中
学
校
武
道
必
修

化
の
現
況
報
告
と
、
12
月
に
開
催
さ
れ
た

「
少
林
寺
拳
法
創
始
者
宗
道
臣
生
誕
100
年

記
念
２
０
１
２
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会

in
か
な
が
わ
」
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
今
年
８
月
に

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
少
林
寺
拳
法
世
界
大

会
、
ま
た
連
盟
本
部
に
て
開
催
の
国
際
講

習
会
で
は
、
海
外
か
ら
多
く
の
拳
士
が
参

加
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
の
開
催
は
８
年
ぶ

り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
海
外
の
拳
士
と
触

れ
合
う
良
い
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
今
年
も
、
各
々
が
創

始
者
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
胸
に
、
も
う
一
度
原
点
に

立
ち
返
り
、
明
る
く
、
元
気
で
、
楽
し
い

稽
古
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
く
「
演
武
披
露
」
で
は
、
様
々
な
世

代
の
少
林
寺
拳
法
を
披
露
す
る
趣
旨
に
基

づ
き
、
①
小
学
生
（
４
組
同
時
）
②
中
学

生
③
親
子
④
大
学
生
（
三
人
掛
演
武
）
⑤

一
般
組
演
武
（
本
部
職
員
）
の
順
で
演
武

が
披
露
さ
れ
、各
世
代
の
持
つ
味
わ
い
と
、

迫
力
と
冴
え
の
あ
る
演
武
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

引
き
続
き
参
加
者
に
よ
る
「
演
武
会
」

と
な
り
、
全
国
か
ら
参
加
の
約
250
名
の
拳

士
た
ち
が
元
気
よ
く
演
武
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
境
内
で

は
終
日
、
錬
成
道
場
で
は
修
練
後
に
、
ぜ

ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
た
。連
盟
本
部
は
、

新
た
な
年
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ
た
拳
士
た

ち
、
そ
し
て
保
護
者
た
ち
で
、
ひ
と
き
わ

賑
わ
っ
て
い
た
。

（
文
・
写
真
＝
少
林
寺
拳
法
連
盟
）

新井庸弘会長の年頭挨拶
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日本が 11 個のメダルを獲得
金４、銀１、銅６

　第 21 回世界空手道選手権大会（主催＝世界空手連盟〔WKF〕）は、昨年の 11 月 21 日〜 
25 日、フランス・パリ市のベルシー体育館で開催された。WKF の世界大会は 2 年に一度
開かれ、本大会は 116 の国と地域より 1443 名の選手がエントリーした。
　日本は全 16 種目に 21 名が参加し、金 4・銀 1・銅 6 の計 11 個のメダルを獲得した。
これは出場国中、地元のフランスに次いで２位の成績である。前回大会（セルビア、2010 年）
での金 2・銀 2・銅 3 という成績から、形競技および女子組手競技を中心に大きく飛躍した。

（文・写真＝空手道マガジン月刊 JKFan）

女
子
組
手
-68
㎏
級
優
勝
＝
染
谷
香
予
（
帝
京
大
）

女
子
個
人
形
優
勝
＝
宇
佐
美
里
香
（
鳥
取
県
教
委
）

世界空手道選手権大会 ― World Senior Karate Championships ― 

日本選手団の記念写真
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■
形
競
技

　

形
は
日
本
の
「
お
家
芸
復
活
」
と
な
っ

た
。
女
子
個
人
形
で
は
前
回
大
会
３
位
の

宇
佐
美
里
香
（
鳥
取
県
教
委
）
が
決
勝
に

進
出
し
、フ
ラ
ン
ス
の
ス
コ
ル
ド
と
対
戦
。

ス
コ
ル
ド
に
対
し
地
元
の
大
声
援
が
起
こ

る
も
、
後
攻
の
宇
佐
美
の
演
武
が
始
ま
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
の
観
客
も
完
成
度
の
高
さ

に
感
動
し
て
拍
手
を
送
っ
た
。
演
武
終
了

後
に
は
観
客
が
総
立
ち
に
な
り
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。

　

結
果
は
５
―
０
で
宇
佐
美
が
悲
願
の
初

優
勝
を
果
た
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
は
２

０
０
４
年
メ
キ
シ
コ
大
会
の
若
井
敦
子
以

来
、４
大
会
ぶ
り
の
快
挙
。
宇
佐
美
は「
若

井
さ
ん
と
の
『
女
子
形
の
世
界
一
を
、
日

本
に
取
り
戻
す
』
と
い
う
約
束
を
果
た
せ

て
嬉
し
い
」
と
、
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

　

ま
た
、
２
連
覇
中
の
女
子
団
体
形
は
、

前
回
大
会
の
経
験
者
で
あ
る
木
村
陽
子

（
グ
ロ
ウ
バ
ル
）
と
、
今
回
か
ら
新
た
に

メ
ン
バ
ー
入
り
し
た
森
岡
実
久
（
関
西
学

院
大
）・
柏
岡
鈴
香
（
同
志
社
大
）
が
出
場
。

決
勝
で
は
ク
ル
ル
ン
フ
ァ
を
演
武
し
、
イ

タ
リ
ア
を
破
っ
て
優
勝
。
２
０
０
８
年
の

東
京
大
会
か
ら
数
え
て
３
連
覇
達
成
と
な

っ
た
。

　

ま
た
、
男
子
個
人
形
は
初
出
場
の
喜き

友ゆ

名な

諒り
ょ
う（
沖
縄
国
際
大
）
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
男
子
団
体
形
は
、
帝
京
大
学
現
役
生

の
杉
野
拓
海
・
相
馬
昂
翔
・
在
本
幸
司
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
過
去
３
回
の
優
勝
経
験

を
持
つ
イ
タ
リ
ア
を
決
勝
で
破
っ
て
優
勝

を
果
た
し
、
１
９
９
８
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
大
会
以
来
の
「
団
体
形
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
」
を
達
成
し
た
。

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
正
式
種
目
入
り
を
目
指
す
Ｗ
Ｋ
Ｆ
は
、「T

he K
（
空
手
）is on 

the w
ay

」
と
題
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
続
け
て
い
る
。
新
た
な
正
式
種
目
が
決
ま
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会

ま
で
１
年
を
切
っ
た
状
況
で
開
催
さ
れ
た
本
大
会
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

が
視
察
に
訪
れ
た
。
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス
会
長
は
、

正
式
種
目
入
り
に
向
け
て
、
設
備
、
規
模
、
運
営
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

演
出
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
規
模
・
同
水
準
の
世

界
大
会
に
し
た
」
と
記
者
会
見
の
場
で
述
べ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し
た
大
会
運
営
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
も
視
察
に
訪
れ
る

男
子
個
人
形
３
位
＝
喜
友
名
諒
（
沖
縄
国
際
大
）

男
子
団
体
形
優
勝
＝
日
本

杉
野
（
上
）、
相
馬
（
左
）、
在
本
（
右
）

女
子
団
体
形
優
勝
＝
日
本

左
か
ら
柏
岡
、森
岡
、木
村

エスピノスWKF会長
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■
女
子
組
手

▽
-50
㎏
級

　

大
野
ひ
か
る
（
同
志
社
大
）
は
１
回
戦

で
ビ
ジ
ャ
ヌ
エ
バ
（
ド
ミ
ニ
カ
）
と
対
戦

し
、
１
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ー
ド
す
る
も
上
段

蹴
り
を
く
ら
い
、
１
―
３
で
逆
転
負
け
を

喫
し
た
。

▽
-55
㎏
級

　

前
回
大
会
で
優
勝
の
小
林
実
希
（
帝
京

大
学
職
）
が
出
場
。
２
回
戦
で
フ
ラ
ン
ス

の
ル
ー
シ
ー
と
対
戦
し
た
が
、
序
盤
に
硬

さ
が
見
ら
れ
、
０
―
３
で
敗
北
し
た
。
そ

の
後
、
ル
ー
シ
ー
が
決
勝
に
進
出
。
敗
者

復
活
戦
へ
の
出
場
権
を
得
た
小
林
は
、
試

合
を
重
ね
る
う
ち
に
本
来
の
調
子
を
取
り

戻
し
て
い
く
。

　

３
位
決
定
戦
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

ザ
ハ
ロ
ワ
に
、
投
げ
技
か
ら
の
突
き
を
３

度
決
め
る
な
ど
し
て
10
―
０
と
圧
勝
。
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
組
手
を
し
、
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

▽
-61
㎏
級

　

世
界
大
会
は
２
度
目
の
出
場
と
な
る
宮

本
優
（
優
希
）
は
、
順
調
に
勝
ち
進
む
も

準
々
決
勝
で
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ナ
に
上
段
蹴

り
を
決
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
敗
退
。
そ
の

後
、
敗
者
復
活
戦
で
勝
ち
、
３
位
決
定
戦

で
は
ヤ
シ
ャ
ー
ル
（
ト
ル
コ
）
と
対
戦
。

残
り
10
秒
の
時
点
で
１
―
２
と
劣
勢
に
追

い
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
ヤ
シ
ャ
ー
ル
が

不
用
意
に
出
し
た
刻
み
突
き
に
合
わ
せ
て

脚
を
か
け
て
倒
し
、
渾
身
の
突
き
を
決
め

て
一
本
（
３
ポ
イ
ン
ト
）
を
獲
得
。
さ
ら

女子個人組手 -55㎏級３位＝小林実希（帝京大職）〔右〕

女子個人組手 -61㎏級３位＝宮本優（優希）〔左〕

女
子
個
人
組
手
+68
㎏
級
３
位
＝

植
草
歩
（
帝
京
大
）〔
左
〕

心技体 人を育てる総合誌
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に
１
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
し
、
５
―
２
で
逆

転
勝
利
を
果
た
し
た
。

▽
-68
㎏
級

　

初
出
場
の
染
谷
香
予
（
帝
京
大
）
が
、

強
豪
ぞ
ろ
い
の
重
量
級
で
見
事
、
優
勝
を

収
め
た
。
初
戦
か
ら
得
点
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
つ
か
み
、
相
手
の
技
の
出
端
に
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
な
突
き
を
決
め
て
い
っ
た
。

シ
ン
プ
ル
な
が
ら
芯
が
強
い
突
き
に
は
、

審
判
の
旗
が
次
々
と
挙
が
っ
た
。

　

決
勝
戦
で
は
ト
ル
コ
の
ブ
ル
ク
と
対

戦
。
身
長
差
で
優
る
ブ
ル
ク
は
飛
び
跳
ね

る
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
揺
さ
ぶ
り
を
か
け

て
、
突
き
技
で
攻
め
る
。
し
か
し
、
機
先

を
制
す
る
よ
う
に
染
谷
が
そ
の
突
き
を
抑

え
な
が
ら
、
右
上
段
突
き
で
先
制
し
た
。

　

ブ
ル
ク
は
流
れ
を
変
え
よ
う
と
蹴
り
を

狙
い
始
め
た
が
、
染
谷
は
こ
こ
で
も
技
の

出
端
を
狙
っ
て
飛
び
込
み
、
得
点
を
重
ね

て
い
く
。
染
谷
の
鋭
い
反
応
力
、
確
実
な

得
点
力
の
前
に
は
ブ
ル
ク
の
技
も
勢
い
が

な
く
な
り
、時
間
い
っ
ぱ
い
使
い
切
っ
て
、

５
―
０
で
染
谷
が
初
優
勝
を
叶
え
た
。

▽
+68
㎏
級

　

学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
植
草
歩
（
帝
京

大
）
は
、
２
回
戦
で
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ブ
ラ

ヒ
ム
に
敗
退
す
る
も
、
敗
者
復
活
戦
を
闘

い
抜
く
。
３
位
決
定
戦
で
は
、
カ
ー
ギ
ル

（
ス
イ
ス
）
と
対
戦
し
た
。
試
合
は
、
お

互
い
に
ポ
イ
ン
ト
が
決
め
ら
れ
ず
、
０
―

０
で
時
間
。
判
定
と
な
り
、
終
始
自
分
か

ら
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た
植
草
が
支
持
さ

れ
、
３
―
２
で
勝
利
。
銅
メ
ダ
ル
を
勝
ち

取
っ
た
。

　

優
勝
が
決
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
見
せ

て
い
た
気
迫
み
な
ぎ
る
表
情
か
ら
一

転
、
感
動
の
涙
を
止
め
ら
れ
な
い
染

谷
。「
今
ま
で
大
事
な
試
合
の
前
に
ケ

ガ
を
す
る
な
ど
、
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
が
む
し
ゃ
ら
に
練
習
を
続

け
て
き
ま
し
た
。『
頑
張
っ
て
よ
か
っ

た
』
と
思
う
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
た
。

　

染
谷
は
、
高
校
３
年
生
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
し
、
２
０
１
１
年
、
大
学
２

年
生
で
全
日
本
選
手
権
準
優
勝
な
ど
、
着
々
と
力
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、
こ
の
世
界

大
会
ま
で
、
個
人
戦
で
は
タ
イ
ト
ル
を
獲
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
出
場
し
た
国
際
大
会
で
は
、『
相
手
が
外
国
人
だ
か
ら
』
と
意
識
し
す

ぎ
て
負
け
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
自
分
の
組
手
を
し
よ
う
と
心
が
け
ま
し
た
」

　

今
大
会
、
空
手
競
技
世
界
一
と
い
う
最
高
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
っ
て
努
力
の
成
果
を

結
実
さ
せ
た
。

染
谷
、
努
力
の
成
果
を
結
実
。
涙
の
初
Ｖ
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▽
団
体
戦

　

小
林
、
宮
本
、
染
谷
、
植
草
の
４
名
で

臨
ん
だ
女
子
団
体
組
手
（
試
合
は
３
人

制
）。
準
決
勝
で
長
身
選
手
が
揃
う
ク
ロ

ア
チ
ア
の
高
い
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
０
―
２
で
敗
退
し
た
。
し
か
し
、
３

位
決
定
戦
で
は
、
メ
キ
シ
コ
を
相
手
に
先

鋒
・
宮
本
と
中
堅
・
小
林
が
投
げ
て
か
ら

の
突
き
を
決
め
る
な
ど
し
て
圧
勝
。
大
将

の
染
谷
に
回
す
こ
と
な
く
３
位
入
賞
を
決

め
た
。
女
子
団
体
組
手
の
メ
ダ
ル
獲
得
は

２
０
０
６
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
会
で
の
優

勝
以
来
、
３
大
会
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。  

■
男
子
組
手 

▽
-60
㎏
級

　

ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
ル
、
京
都
産
業
大

１
年
生
の
荒
賀
慎
太
郎
が
出
場
す
る
も
、

初
戦
で
モ
ロ
ッ
コ
の
選
手
に
０
―
１
と
惜

敗
。
世
界
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か

っ
た
。

▽
-67
㎏
級

　

初
出
場
の
遠
山
将
平
（
帝
京
大
）
は
、

１
回
戦
で
キ
ム
（
韓
国
）
に
３
―
８
で
敗

退
。
敗
者
復
活
戦
へ
の
出
場
も
叶
わ
な
か

っ
た
。

▽
-75
㎏
級

　

２
０
１
２
年
い
っ
ぱ
い
で
の
引
退
を
表

明
し
て
い
た
松
久
功
（
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー
）

は
、
攻
守
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

試
合
運
び
で
、準
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
。

安
定
し
た
勝
ち
上
が
り
だ
っ
た
も
の
の
、

こ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ブ

サ
（
イ
タ
リ
ア
）
と
対
戦
し
、
０
―
２
で

敗
退
。
う
な
だ
れ
て
コ
ー
ト
を
後
に
す
る

も
、
３
位
決
定
戦
で
は
気
持
ち
を
入
れ
替

え
て
臨
み
、
ポ
ル
コ
ニ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
）
に
８
―
０
の
完
全
勝
利
。
最
後
の
得

点
は
、「
サ
ソ
リ
蹴
り
」
の
異
名
を
持
つ

後
ろ
上
段
回
し
蹴
り
で
挙
げ
、
会
場
の
フ

ァ
ン
を
ど
っ
と
湧
か
せ
た
。

▽
-84
㎏
級

　

全
日
本
選
手
権
者
の
荒
賀
龍
太
郎
（
京

都
産
業
大
）
は
、
自
身
３
度
目
の
世
界
大

会
で
、
つ
い
に
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

相
手
は
、
地
元
フ
ラ
ン
ス
の
グ
リ
ヨ
ン
。

序
盤
は
互
い
に
技
が
出
ず
、
両
者
に
「
不

活
動
」
の
忠
告
が
課
せ
ら
れ
る
。
荒
賀
は

グ
リ
ヨ
ン
が
詰
め
れ
ば
間
を
切
り
、時
折
、

様
子
を
探
る
よ
う
に
詰
め
る
。
好
機
を
う

女子団体組手３位＝日本（左から植草、染谷、宮本、小林）

男子個人組手 -75㎏級３位＝松久功（エヌケーシー）〔右〕

男子個人組手 -84㎏級準優勝＝荒賀龍太郎（京都産業大）〔左〕



21 月刊「武道」　2013．2

か
が
う
荒
賀
だ
っ
た
が
、
前
へ
出
た
拍
子

に
グ
リ
ヨ
ン
の
上
段
突
き
が
決
ま
り
、
０

―
１
と
先
制
を
許
す
。
し
か
し
、
荒
賀
も

す
ぐ
さ
ま
ワ
ン
ツ
ー
で
取
り
返
し
１
―
１

と
並
ぶ
。
そ
の
後
も
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
合

い
に
な
り
、
接
戦
が
続
く
。
３
―
３
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
、
荒
賀
は
中
段
突
き
を
放

つ
も
、
合
わ
せ
て
出
た
グ
リ
ヨ
ン
の
突
き

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
３
―
４
。

　

残
り
30
秒
ほ
ど
と
な
り
、
上
段
に
ワ
ン

ツ
ー
を
突
い
て
き
た
グ
リ
ヨ
ン
に
、
荒
賀

が
間
を
切
っ
て
上
段
蹴
り
を
合
わ
せ
た

が
、
審
判
は
グ
リ
ヨ
ン
の
先
制
を
支
持
。

さ
ら
に
グ
リ
ヨ
ン
が
追
加
点
を
あ
げ
、
最

終
ス
コ
ア
は
３
―
６
。
荒
賀
は
惜
し
く
も

銀
メ
ダ
ル
獲
得
に
終
わ
っ
た
。

▽
+84
㎏
級

　

香
川
幸
允
（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）

は
初
戦
、
上
段
蹴
り
を
決
め
る
な
ど
し
て

勝
利
す
る
。
２
回
戦
、
シ
ェ
パ
ー
ド
（
オ

ラ
ン
ダ
）
と
の
対
戦
は
、
ス
コ
ア
０
―
０

で
勝
負
が
つ
か
ず
、
判
定
で
敗
北
。
得
点

力
が
課
題
と
な
っ
た
。

■
団
体
組
手

　

日
本
チ
ー
ム
は
１
回
戦
か
ら
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
ア
ガ
イ
エ
フ
率
い
る
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
と
対
戦
。

　

先
鋒
の
荒
賀
龍
太
郎
は
３
―
０
で
勝

ち
、
次
鋒
の
松
久
も
ア
ガ
イ
エ
フ
の
反
則

負
け
に
よ
り
８
―
０
の
大
差
を
つ
け
て
勝

利
し
た
。
し
か
し
、
中
堅
・
香
川
が
０
―

２
、副
将
・
飯
村
吏
毅
哉（
日
本
空
手
協
会
）

が
１
―
４
、
大
将
・
篠
原
浩
人
（
セ
レ
ナ

ス
）
が
０
―
１
と
続
け
て
敗
北
し
、
２
勝

３
敗
で
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
試
合
形
式
の
障
が
い
者
空
手
道
演
武
が
行
わ
れ
た
。
世
界
中
か
ら

選
手
が
集
ま
っ
た
中
、
日
本
か
ら
大
庭
康
資
（
上
）、
柴
田
一
哉
（
下
）
の
両
選
手
が
現
地
を
訪
れ
、
大

観
衆
の
中
、
堂
々
の
演
武
を
披
露
し
た
。

優勝 2位 3位 日本・日本人選手結果
▽組手

団体 フランス トルコ エジプト／イラン 日本＝１回戦敗退

個
人

-60kg級 Amir Mehdizadeh（イラン） Douglas Santos Brose（ブラジル）Marko Antic（セルビア）
Mohamed Ali（エジプト）

荒賀慎太郎（京都産業大）＝１
回戦敗退

-67kg級 Magdy Hanafy（エジプト） Saeid Ahmadikaryaniイラン） William Rolle（フランス）
Brian Ramrup（アメリカ）

遠山将平（帝京大）＝１回戦敗
退

-75kg級 Luigi Busa（イタリア） Rafael Aghayev（アゼルバイジャン） 松久功（エヌケーシー）
Oualid Bouabaoub（アルジェリア）

-84kg級 Kenji Grillon（フランス） 荒賀龍太郎（京都産業大） Aykhan Mamayev（アゼルバイジャン）
Yavuz Karamollaoglu（トルコ）

+84kg級 Enes Erkan（トルコ） Shahin Atamov（アゼルバイジャン）Stefano Maniscalco（イタリア）
Khalid Khalidov（カザフスタン）

香川幸允（テアトルアカデミー）
＝２回戦敗退 

▽形
団体 日本 イタリア フランス／エジプト
個人 Antonio Diaz（ベネズエラ） Vu Duc Minh Dack（フランス） 喜友名諒（沖縄国際大）

Luca Valdesi（イタリア）

女　

子

▽組手
団体 フランス クロアチア 日本／トルコ 

個
人

-50kg級 Alexandra Recchia（フランス） Hong Li（中国） Serap Ozcelik（トルコ）
Ana Josefa Villanueva（ドミニカ）

大野ひかる（同志社大）＝１回
戦敗退

-55kg級 Lucie Ignace（フランス） Jelena Kovacevic（クロアチア）小林実希（帝京大職）
Yassmin Attia（エジプト）

-61kg級 Lolita Dona（フランス） Boutheina Hasnaoui（チュニジア） 宮本優（優希）
Elena Quirici（スイス）

-68kg級 染谷香予（帝京大） Hafsa Seyda Burucu（トルコ） Heba Abd Elhamid（エジプト）
Tiffany Fanjat（フランス）

+68kg級 Nadege Ait Ibrahim（フランス）Greta Vitelli（イタリア） 植草歩（帝京大）
Eleni Chatziliadou（ギリシャ）

▽形
団体 日本 イタリア スペイン／フランス
個人 宇佐美里香（鳥取県教委） Sandy Scordo（フランス） Yaiza Martin Abello（スペイン）

Sakura Kokumai（アメリカ）

【大会結果】
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D
Ō

：

TH
E M
A
R
TIA
L W
A
Y
S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

早
稲
田
大
学
教
授（ 

四
六
判
・
上
製
・
４
１
０
頁 

） 著

菅
野

　

 

純

武
道
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む

臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
を
育
む
武
道
の

可
能
性
、
教
育
力
に
迫
る
。
子
ど
も
を
よ
り
良
く
伸

ば
す
た
め
の
知
恵
と
珠
玉
の
言
葉
を
満
載
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

） 著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。
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【
大
会
結
果
】

□
剣
道

▽
男
子
＝
①
高
輪
高
（
東
京
）
②
育
英
高

（
兵
庫
）
③
秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
（
秋

田
）、
都
城
東
高
（
宮
崎
）

▽
女
子
＝
①
麗
澤
瑞
浪
高
（
岐
阜
）
②
筑

紫
台
高
（
福
岡
）
③
茨
城
県
立
守
谷
高

（
茨
城
）、
桐
蔭
学
園
高
（
神
奈
川
）

□
柔
道

▽
男
子
＝
①
東
海
大
付
属
浦
安
高
（
千
葉
）

②
国
士
舘
高
（
東
京
）
③
崇
徳
高
（
広

島
）、
東
海
大
付
属
相
模
高
（
神
奈
川
）

▽
女
子
＝
①
敬
愛
高
（
福
岡
）
②
帝
京
高

（
東
京
）
③
松
商
学
園
高
（
長
野
）、
東

北
高
（
宮
城
）

□
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
村
野
迅
斗
（
埼
玉
栄
高
）
②

丹
下
龍
哉
（
浦
和
東
高
）
③
関
根
啓
悟

（
城
北
高
）、
野
中
麻
浩
（
埼
玉
栄
高
）

▽
女
子
＝
①
遠
山
千
晶
（
甲
府
昭
和
高
）

②
松
下
由
輝
（
千
葉
女
子
高
）
③
藤
岡

奈
々
美
（
水
戸
第
三
高
）、
小
泉
里
緒

菜
（
太
田
第
二
高
）

　

第
29
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
、

昨
年
12
月
26
、
27
日
に
、
国
際
武
道
大
学

で
開
か
れ
、
初
日
は
剣
道
、
２
日
目
は
柔

道
と
な
ぎ
な
た
の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

□
剣
道
の
部
（
男
女
各
24
チ
ー
ム
）

　

５
人
制
で
行
わ
れ
、
予
選
は
３
チ
ー
ム

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
各
リ
ー
グ
１

位
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
っ
て
覇
が
競

わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
高
輪
高
（
東
京
）
と
育

英
高
（
兵
庫
）
が
対
戦
。
１
―
１
で
代
表

戦
に
も
つ
れ
、
高
輪
高
・
佐
々
木
陽
一
朗

が
面
で
一
本
勝
ち
し
、
同
校
の
優
勝
を
決

め
た
（
２
年
連
続
の
優
勝
）。

　

女
子
は
麗
澤
瑞
浪
高
（
岐
阜
）
が
筑
紫

台
高
（
福
岡
）
を
２
―
０
で
降
し
て
２
連

覇
を
果
た
し
た
。

□
柔
道
の
部
（
男
女
各
16
チ
ー
ム
）

　

男
子
５
人
制
、
女
子
３
人
制
で
行
わ
れ

た
。
予
選
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、
決

勝
は
各
リ
ー
グ
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
は
決
勝
で
東
海
大
付
属
浦
安
高

（
千
葉
）
が
国
士
舘
高
（
東
京
）
を
３
―

１
で
退
け
て
優
勝
（
２
年
連
続
）。
女
子

は
敬
愛
高
（
福
岡
）
が
帝
京
高
（
東
京
）

を
３
―
０
で
降
し
、
２
連
覇
を
遂
げ
た
。

□
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
21
名
、女
子
48
名
）

　

男
子
は
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
８

人
が
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
覇
を
競

っ
た
。
決
勝
は
、村
野
迅
斗
（
埼
玉
栄
高
）

が
丹
下
龍
哉
（
浦
和
東
高
）
か
ら
面
を
奪

っ
て
優
勝
を
決
め
た
。

　

女
子
予
選
は
３
人
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、

決
勝
は
各
リ
ー
グ
１
位
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。
決
勝
は
、
遠
山
千

晶
（
甲
府
昭
和
高
）
が
松
下
由
輝
（
千
葉

女
子
高
）
に
面
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

若潮杯争奪武道大会

剣道団体、
高輪高（東京）が接戦を制して２連覇

剣
道
男
子
決
勝
＝
代
表
戦
、
高
輪
高
・
佐
々
木
が
面
で
攻
め
る

なぎなた女子優勝
遠山千晶（甲府昭和高）

なぎなた男子優勝
村野迅斗（埼玉栄高）

心技体 人を育てる総合誌
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剣
道
男
子
優
勝
＝
高
輪
高
（
東
京
）

剣
道
女
子
優
勝
＝
麗
澤
瑞
浪
高
（
岐
阜
）

柔
道
男
子
優
勝
＝
東
海
大
付
属
浦
安
高
（
千
葉
）

柔
道
女
子
優
勝
＝
敬
愛
高
（
福
岡
）

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁



262013．2　月刊「武道」

ニュース

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
招
致
を
目
指
す
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
委
員
会
は
１
月
７
日
、
ス
イ

ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
に
立
候
補
フ
ァ
イ
ル

を
提
出
し
、
翌
８
日
、
東
京
都
庁
に
お
い

て
、
説
明
記
者
会
見
を
開
い
た
。

　

会
見
に
は
猪
瀬
直
樹
東
京
都
知
事
、
竹

田
恆
和
招
致
委
員
会
理
事
長
、
下
村
博
文

文
部
科
学
大
臣
、
荒
木
田
裕
子
招
致
委
員

会
理
事
、
土
田
和
歌
子
招
致
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
、
吉
田
沙
保
里
招
致
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

６
名
が
出
席
し
た
。

　

会
見
の
中
で
猪
瀬
都
知
事
は
前
回
立
候

補
時
と
比
べ
て
、
選
手
村
を
31　
ha
か
ら
46

　
ha
に
広
げ
た
こ
と
や
財
政
基
盤
が
整
っ
て

い
る
こ
と
、
１
日
２
５
７
０
万
人
の
移
動

が
可
能
な
輸
送
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
10
㎞
圏
内
の
宿
泊
施
設
を
９
０
０
０

室
用
意
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

続
い
て
竹
田
理
事
長
は
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
政
府
が
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
旨
を
直
接
受
け
た
と
し
、

下
村
文
科
大
臣
も
同
じ
く
首
相
よ
り
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
創
設
を
含
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

実
現
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
こ

と
を
明
か
し
た
。

　

今
回
、
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
し
た

こ
と
で
国
際
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
解

禁
さ
れ
、
ロ
ビ
ー
活
動
が
重
要
と
な
る
。

そ
の
中
心
と
な
る
竹
田
理
事
長
は
、
安
心

安
全
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
る
の

は
東
京
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
く

と
語
っ
た
。

今後の招致スケジュール

２～４月 ＩＯＣ評価委員会の視察
４月 スポーツアコード会議にて
 プレゼンテーション（ロシア・ソチ）
６月 評価委員会のレポートの公表
 ＩＯＣ委員へのテクニカル・
 プレゼンテーション
９月７日 ＩＯＣ総会（アルゼンチン・ブエノスアイレス）
 にて最終プレゼンテーション
同日 正式決定

Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
を
提
出

左から竹田理事長、猪瀬都知事、土田選手、吉田選手、下村文科大臣、荒木田理事



27 月刊「武道」　2013．2

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462頁 ）


